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孔
くじゃくもく

雀杢が美しいカキノキの四
よ

方
ほう

盆
（シリル・ルオーソ撮影）
長さ22.5 cm、幅22.5 cm、高さ3.3 cm



左：木曽ヒノキの森
中央：秋田スギの森
右：青森ヒバの森
（湯本貴和撮影）

柾
まさ

目
め

がみごとな秋田スギの櫃
ひつ

の蓋
ふた

直径17 cm。柴田慶信作
（シリル・ルオーソ撮影）



上左：ケヤキの玉
たま

杢
もく

上右：トチノキの縮
ちぢ

み杢

左：ナラの放射組織にみられる虎
とら

斑
ふ

手
ちょうな

斧と、手斧で削った跡が残
る奈良時代のヒノキ板



a：秋田スギの天井板の中板目
b：吉野スギの天井板の中杢
c：屋久スギの天井板の笹杢
d：躍動感のある紅色の土佐スギ（魚

や

梁
な

瀬
せ

スギ）の天井板の木目
e：霧島スギの天井板の笹杢
f：この春日スギの天井板の早材は赤味を帯びている
g：秋田スギの天井板にみられる紅白の源平杢
(a-g：泉源銘木社社長の中出尚の許諾を得て著者撮影)
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カキノキの木
こ

口
ぐち

面

三様のカキノキ
左：通常の色合い
中央：縞柿
右：黒柿

縞柿に白い象
ぞう

嵌
がん

を施した香合「雁と月」
長さ9.5 cm、幅3.7 cm、高さ2.5 cm
井口彰夫作
（シリル・ルオーソ撮影）



最上段左：ヒノキの板を割っているところ
岐阜県南木曽町の小島俊男

最上段右：薬師寺大講堂の再建で槍
やり

鉋
がんな

を使う

上：浮
う

造
づく

り用の道具でスギ材の表面を仕上げているところ

右：ケヤキの厚板に綾部之が木取りの準備をしているところ



上：ロクロを使って椀を削り出す綾部之

左： 一乗寺を創設した法道仙人を彫る
江里康慧（撮影：木村尚達）

下： 曲物の輪の両端をサクラの樹皮の紐
で縫い合わせる白井祥晴



左：肥
こえ

松
まつ

の香
こう

合
ごう

直径6.8 cm、高さ1.8 cm
綾部之作

中央左：ツバキ材の香合
直径6.4 cm、高さ5.7 cm

中央右：梅古木の炉
ろ

縁
ぶち

高さ6.6 cm、長さ42.4 cm、幅42.4 cm
稲尾誠中斎作（写真提供：日本特殊印刷）

茶杓（上から下へ：ナンテン、ヤマザクラ、ツバキ、クワ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　長さ18 cm、幅 1-1.1 cm、厚さ0.2-0.4 cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　綾部之作



上段左：尾州ヒノキのまっすぐで落ち着いた木目は、
地蔵菩薩像に適している

上段右：躍動感のあるクスノキの板目は、僧侶の像に
合う
江里康慧作（撮影：木村尚達）

左：能面をつくる過程
長澤宗春作

下段左：石灰処理をして濃い茶色になったクワ材で作
られた五角形の菓子盆
川本光春作（写真提供：日本特殊印刷）

下段右：カヤの天地柾の碁盤
黒田信（別名　鷺山）作、名古屋



このプレビューでは表示されない頁があります。
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本書を推薦する

日本列島は北から南まで3000キロにわたって延び、そこには亜寒帯から冷温帯、暖温帯、亜熱帯

まで、多様な気候帯がみられる。現在は地球温暖化が進行中とはいえ、日本列島にはこのような複

数の気候帯が、過去10万年にわたって存在し続けてきたことが明らかになっている。その結果、日

本列島には豊かな自然環境が形成され、人間の生活を支える活動も、人と自然の関係も、変化に富

んだものになった。

大学共同利用機関法人・総合地球環境学研究所では、2006年から2011年にかけて「日本列島にお

ける人間‒自然相互関係の歴史的・文化的検討」という総合研究プロジェクトに取り組んだ。生態学

者、人類学者、地理学者、歴史学者、考古学者など、130名以上の研究者が参加したこのプロジェ

クトは、日本列島における物質的・精神的な人と自然のかかわりの歴史的変化を再構築することを

目的としたものだった。

伝統的な木工芸品は、人と自然の関係を示す典型的な例であり、そのかかわり合いの歴史も古い。

メヒティル・メルツ博士が日本の木工技術を研究することにした理由もここにある。さまざまな木

工分野の工芸家から細部にわたって聞き取った内容に基づいておこなわれた研究は、工芸技術のノ

ウハウと木材解剖学の科学的知識とを結びつけた点で画期的なものである。美術史、民族植物学、

考古学、日本学といった分野の既存の研究を発展させるための新しい手法を提供したことになり、

今後、新たな研究分野の幕開けにも大いに役立つことを期待している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯 本 貴 和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合地球環境学研究所　教授・プログラム主幹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現 京都大学霊長類研究所 教授）



ii

出版に寄せて

メヒティル・メルツ博士の学位論文が単行本として海青社から出版されると聞き、たいへん喜ばし

く思いました。

京都府宇治市にある京都大学木材研究所（現　生存圏研究所）の教授をしていた1999年に、私の研

究室で日本の伝統木工芸の研究をしたいとメルツ博士から連絡がありました。

私の研究室に来るとすぐに、研究の進め方について話をしました。そして、さまざまな伝統木工芸

に携わる工芸家の工房を訪ねて、聞き取り調査をするのがいちばん良いだろうということになりまし

た。東北・関東・中部・近畿にある35ほどの工房へ聞き取り調査に出向き、質問とそれへの応答を録

音しました。漆器や大工など、木工芸の周辺分野の工芸家も訪ねました。

ありがたいことに工芸家のみなさんの協力が得られ、私たちの質問に答えるために時間と労力を割

いてくださいました。この聞き取り調査によって、日本の伝統木工芸の技法についてメルツ博士は多

くの情報を手にすることができました。

1999年に最初の調査をおこなったのは、日本のロクロ細工発祥の地と考えられている蛭谷（滋賀県

永源寺町）でした。メルツ博士は工芸家の仕事について丁寧にメモを取り、写真を撮っていました。

 スギの曲物には成長輪の幅が微妙に変化する材を使っているものがあり、それが自然の木の美しさと

して活かされているのに気づいたことを見ても、メルツ博士の観察眼が鋭いことがわかりました。

こうした聞き取り調査で得られた録音の記録テープは膨大な数にのぼり、それらをテープ起こしす

るのに多くの人件費と労力を費やしました。こうして文書化された記録が、メルツ氏の博士論文に盛

り込まれた情報の柱になっています。調査を進めるうちに、工芸家が木の本来の美しさを製品に活か

すために、素材の木を慎重に選び、その木に合った技法を使って加工することがわかってきて、メル

ツ博士はとても喜びました。

私の研究室で仕事をする前から日本語は学んでいましたが、外国人にとって聞き取り調査の内容を

もれなく理解するのは難しいことでした。工芸家の多くが高齢であったことや、方言を使っていたか

らです。日本人にもわかりにくい言葉がありました。にもかかわらず、ドイツ語を母国語とし、フラ

ンスの研究所に所属するメルツ博士は、言葉の壁を乗り越えて工芸家の言葉を英語に訳し、4年間の

たゆまない努力のすえに博士論文を書き上げました。

日本の伝統的な木工品でも 正倉院宝物庫に保存されているものは、究極の美術品です。それを製作

した昔の工芸家の技のおかげで、現在に継承されている工芸品の意匠や製作技法が後世に永く残るこ

とになりました。貴重な日本の伝統的な木工芸の真価をより深く知るために、本書が役立つことを願

います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊 東 隆 夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学名誉教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良文化財研究所客員研究員
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著者まえがき

本書の研究の第一歩は、1983年に私がドイツにいた時にさかのぼる。インテリアデザイナーを目

指して3カ月間の家具製造の研修を始めたのだ。その後、師であったヨアヒム・ルバシュ氏から正式

な実習生に誘われ、私は大喜びでそれに応じて、昔ながらの3年間の実習を始めた。

氏の適切な指導のもとで、木材取引の仕組みや木の見分け方を学んだ。目で見て見分けるだけでな

く、切ったばかりの木の香が立ち込める作業場で香りによる見分け方を学び、木を挽いたり削ったり

磨いたりしたときの手触りによる見分け方を学んだ。今日の家具製造では機械が取って代わった工程

も多いが、ドイツの実習では今でも昔からの道具の使い方や技術を身につけなければならない。もち

ろん私もこれを習得し、実習の締めくくりとして、ラインランド・プファルツ州の手工芸審議会が実

施する試験に臨んだ。

その後1年間、古家具の修復に携わったあと、研究の道に進むことにし、ハイデルベルグ大学に新

設された日本学研究室で日本語と東アジア美術史を学び始めた。2年後には東アジア美術史をソルボ

ンヌ大学（パリ第4大学）で続けることになり、そこで日本の仏像の年代を決める新しい手法の研究 1

により修士号を取得した。

そのころ、ピエール・エ・マリー・キューリー大学（パリ第6大学）の古植物学・古生態学科による傑

出した木材解剖学課程に出合った。そこでは木材を顕微観察によって同定する手法と、樹木の学名を

学んだ。

しかし、木材の研究に深く関わればかかわるほど、考古学や美術史の世界では、日本の木材につい

ての情報や専門性が決定的に不足していることを認めざるを得なかった。そこで私は、その空白を埋

めるために、フランス国立科学研究センター（CNRS）の研究主任でアレクサンドル・コイレ・センタ

ーの一員だったジョルジュ・メテリエ教授の指導のもと、東アジア美術史の観点からではあったが、

民族植物学についての博士論文を書くことにした。

日本では、かなりの数の工芸家が何世代にもわたって、古くから伝えられてきた風習や伝統を守っ

ている。そうした昔の智恵を伝え続ける木工芸家の知識や経験をもとにした研究をしたいと強く思う

ようになった。そこで、工芸品を製作する技法だけでなく、美術的な価値や文化的な背景についての

木工芸家の考え方を明らかにするために、聞き取り調査をおこなうことにした。これまで木工に関わ

ってきた私の経歴ならば、調査の際の話の聞き役として信頼してもらえるだろうとも考えた。仏像や

出土した工芸品の樹種同定技術で高名な伊東隆夫教授が、聞き取り調査をするのを手伝ってくれるこ

とになり、京都大学木材研究所（現在は生存圏研究所）で必要な研究をすることを許可してくれた。そ

こで1999年 5月から2001年 7月まで、この研究所に客員研究員として在籍した。

本書の執筆に際しては、それは多くの人のお世話になった。すべての人の名前を挙げることはでき

ないが、私がこの研究を完成させるのに何らかの支援してくれた人たちすべてに感謝の意を表する。

まずは、博士論文の指導教官だったジョルジュ・メテリエ教授である。民族植物学の理解を深め、

その知識を日本の木工芸家と木や木材の関係を調べるのに応用する方向へ私が踏み出すよう背を押し

1　Mertz 1995。
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てくれた。中国と日本における人と植物の関係についての教授の深い知識は、いつも私に新しい視

点を与えてくれた。また、フランス国立自然誌博物館の（元）民族生物学・生物地理学研究室のみなさ

んと、所長のイヴ・モニエにも感謝する。研究室を引き継いだ（研究室の名称は人間・自然・社会研究

室に変更になった）セルジ・バフュシェは、私の博士論文の審査委員もしてくれた。考古学者で南太

平洋の木材の専門家であるカテリン・オルリアックは、京都大学木材研究所と筑波の森林総合研究所

が提供してくれた日本の木材標本と交換する形でポリネシアの木材標本を2セット用意してくれた。

141種類の木材を集めた日本の木材標本は、現在は人間・自然・社会研究室に収められている。

京都大学生存圏研究所の伊東隆夫教授には、感謝してもしきれない。教授が私の研究資金を補助し

てくれた上、聞き取り調査に手を貸してくれたおかげで、生存圏研究所に在籍することができた。教

授の洞察力と寛大な計らいは、なくてはならない支援だった。研究所のみなさんも、私を温かく迎え

てくれたことに感謝する。

森林総合研究所の能城修一と藤井智之には、木材解剖学の研究を手伝ってもらい、関連する文献を

教えてもらった。2人は、森林総合研究所と民族生物学・生物地理学研究室の間で木材標本を交換す

るのにも関わってくれた。

ハイデルベルグ大学東アジア美術史学部の教授ローター・レッデローセは、私がハイデルベルグか

らパリへ移ったあとも、熱意と信念を持って研究プロジェクトを支え、有益な助言をくれた。

ソルボンヌ大学高等研究実習院のシャルロッテ・フォン・ヴェアシュアは、さまざまな議論に応じ

てくれて、特に専門用語についての助言をくれた。

家具製造の師であるヨアヒム・ルバシュには1983年からお世話になった。その指導力と人間性は、

私の人生にとてつもなく大きな影響をおよぼした。

そして、日本の伝統木工芸家のみなさんには、心の底からお礼を申し上げる。木の取引についての

私の理解を深めてくれて、木材への愛着を共有できたことは本当にうれしかった。工芸家の小椋正

美、坂本曲齋、小椋一一、小椋近司、小島俊男、井口彰夫、中島由紀夫、故和田卯吉と息子の和田康

彦、故和仁秋男、川本光春、宮下賢次郎、綾部之、故末野眞也、露木啓雄、露木清勝、東勝広、矢野

嘉寿麿と息子の矢野磨砂樹、故白井祥晴、廣瀬隆幸、江里康慧と妻の故江里佐代子、長澤宗春、稲尾

誠中斎、荒川慶一、柴田慶信、田中喜代松、福原得雄には、謹んでお礼を申し上げる。また、漆器製

造の呉藤安宏と大向信子、漆の採取技術史家の岩舘正二、漆器の主任工芸家である桐本泰一、赤木明

登、四十沢宏治、故角偉三郎と、これらの人たちに私を紹介してくれた漆器鑑定家のエルマー・ヴァ

インマイアーにも感謝する。彫刻家の舟越桂、深井隆、故伊藤礼太郎、竹中大工道具館の沖本弘、碁

盤製造の黒田信、楽浪文化財修理所の故高井芳雄と高橋利明、薬師寺僧侶の加藤朝胤、素晴らしい銘

木を見せてくれた日本住宅木材技術センターの兵間徳明と岡勝男にも感謝する。

京都の 銘木を扱う泰山堂の村尾泰助は、木材の美しさについての幅広い知識を惜しみなく分かち合

ってくれた。

ここで、写真家の木村尚達にもお礼を言いたい。江里康慧の作品図録の写真を使わせてくれた。ま

た、銘木の天井板を扱う泉源銘木社の社長の中出尚は、本書に使う写真を撮らせてくれた。

ほかにも白沙村荘庭園・橋本関雪記念館の橋本家が提供してくれた写真も使わせてもらった。

また、ドリームテクノロジーズ株式会社（現・株式会社トライアイズ）の特に庄司渉、田渕栄子、田

渕大介、および開発部門のみなさんにもお世話になった。研究を続ける私に仕事を世話してくれただ
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けでなく、ベートーベンとその全作品について払っている敬意に触れたことで、思いもかけず私には

刺激になり、研究の励みになった。

また、ピエール・エ・マリー・キューリー大学（パリ第6大学）の古植物学・古生態学研究室のカテリ

ン・ジルとジーン・イヴ・ドゥビッソンをはじめとするみなさんにもお世話になった。

木材と木工芸の用語一覧を作るために日本語の用語を英語、フランス語、ドイツ語に訳してくれた

日本語学者のシャルロッテ・フォン・ヴェアシュア、ドベルグ美那子、吉田和子、マリー・モーラン、

阿部良雄にも感謝する。また、家具製造マイスターであるルイ・チオリノ、ピエール・エ・マリー・キ

ューリー大学の木材解剖学者のカテリン・ジル、総合地球環境学研究所の年輪年代学者の光谷拓実、
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序　　章

本書では日本の伝統的な木工芸品をおもに扱うので、日本で入手できるさまざまな木材を育てる日

本の気候と、その気候が木におよぼす影響を理解しておく必要がある。序章では、こうした要因に加

えて、日本の「 木の文化」について解説する。

自然環境

ユーラシア大陸の東端に位置する日本列島は、山がちな島々が南北に連なり、西側は日本海、東

側は太平洋に面する。北緯24度から46度の範囲にある島々の南北の総延長は2400 kmで、気候は亜

熱帯から亜寒帯にまでおよぶ。大きな島は4つあり（北海道、本州、四国、九州）、これらが国全体の

97 %の面積を占める。この4つの島のほかに数千の島々が周辺に散らばり、それらを合わせた総面積

は37万 2300 km2 になる。「日本列島は、4つの断続的な島の連なりによってアジア大陸と結ばれてい

る。千島列島からカムチャツカ諸島、サハリン、対馬から朝鮮半島、琉球諸島から台湾である。日本

の植生の起源を大陸の植生と関連づけてたどるには、これらの島の連なりが見逃せない」6。

緑に包まれた日本列島には、それは多様な樹種が生育する。

初期の植物学者の一人であるアーサ・ グレイ 7 は、膨大な種数の日本の木本類を統計的に北米と比

べようとした。「北米東海岸と、日本から満州にかけてのアジア 8 の森林については、ある程度の比較

ができた。北米東部の樹種は豊富なのだが、日本とその北側の地域は、面積としてはそれよりも狭い

にもかかわらず、それよりさらに樹種が多かった。グレイ博士が調べたアジア地域には、日本の4島、

満州東部と、それに隣接する中国の地域が含まれる。ここと、北米のフロリダ州の南端を除くミシシ

ッピ川の東側の地域を比較した。（中略）日本から満州にかけての地域には66属 168種の樹種を認め

たのに対して、北米東部は66属 155種だった。どちらの地域でも対象としたのは、“木材利用される

樹種、あるいは、生育に適した地域では明らかに樹木と呼べる太さにまで成長する木”である」9。ほか

の植物学者も、植生全体について同じような解析をおこなっている。たとえば前川文夫は、日本の植

生10と、北米北東部の温帯地域11と、ニュージーランド12の植生とを比較している。この研究によれば、

日本の植物種はおよそ3900種（シダと高等植物）だったのに対して、北米北東部は2900種、ニュージ

6　Horikawa 1972, p. 8。
7　Asa Gray （1810‒1888年）は植物学者として1842年から1887年までハーバード大学に所属した。植物地理学の

研究から、東アジアと北米東海岸にみられる植物分類群の多くは起源が共通しており、第三紀に北極を取り巻
く亜寒帯の植物相の子孫が更新性の氷河期に南へ移動したものであると説明している。（Leppig 1996）

8　日本から満州にかけてのアジアとは、満州東部、千島列島、日本の4島の範囲を示し、琉球諸島は含まれない。
9　 Sargent 1894, pp. 1‒2。
10　Ohwi 1965 （琉球諸島と小笠原諸島は含まれない）。
11　Gleason and Chronquist 1965。
12　Allan 1961、第1巻、およびMoore and Edgar 1970、第2巻。
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第 1章　木材の基礎知識

多くの物質の複合体である木材は、さまざまな種類の樹木から生産され、樹種によって風合いや特

性が異なる。国境を越えて木材の話をするときには、樹木の名前や、材の名称をしっかりと理解して

いる必要がある。このため本書では、まず木材の呼び名の紹介から始めたい。

木材の基本的な知識も、ある程度は説明することが大切だと考えた（例えば材の構造や特性につい

て）。基礎知識があれば、素材として木材を使うことの意義が見えやすくなるだろう。本書を読み進

める際の理解の一助になることがおわかりいただけると思う。

1.1.　樹木と木材の名称

日本では、木材について話すときに、木工関係者と木材研究者で使う用語が異なる。木工関係者

は、標準的ではない通称を「 別名」として用いる。しかし研究者（特に植物学者）は、植物として科学

的に通用するラテン語（ラテン語化した語）の「 学名」を用いる。例えば、木工関係者が「 キリ」と呼ぶ

木は、学名をパウロニア・トメントーサ（Paulownia tomentosa）と言う。このため、東アジア美術史・

考古学・民族学などに関連した木工芸品を社会科学的手法で調べようとすると、西欧の研究者は用語

の壁に直面することになる。

木の呼び名が、切り倒されていない立ち木の名称なのか、その樹木が材になったときの名称なのか

も考慮しなければならない。学名を使うべきなのか、日本語の別名を使うべきなのか、あるいは外国

人研究者の母国語の別名（あればの話だが）を使うべきなのかも迷う。また、名前が複数あるときに

は、どれを使えばよいのか。日本国外でも理解されるためには、どの名称を使うのがよいのか。木材

や樹木の名前は、植物学者でない人たちから見ると、とてもややこしいので混乱や誤解が生じる。日

本語以外の名称が使われるときには混乱が特にひどい。例えば、キリは英語ではパウロウニアという

名称の他にも、ロイヤル･パウロウニア、プリンセス･ツリー、フォックスグローブ・ツリー、エム

プレス･ツリー、インペリアル・ツリーと呼ばれ、仏語でもポローニア・インペリアール、アルブレ・

ダナ・ポローナ、ポローニア・トメンテと言い、独語ではパウロウニエ、ブラウグロッケンバウム、

シネジシャー・ブラウグロッケンバウム、フィルツィゲ・パウロウニエ、キリバウム、カイザーリッ

ヒェ・パウロウニエなどと呼ばれる 75。

日本語で「木」という文字は樹木も木材も指す。日本語読みの「き」や「こ」も、中国語由来の読み

方の「もく」や「ぼく」も、立ち木や木材を意味する。ただし、「こ」と「もく」と「ぼく」という読み

方は、ほとんどの場合、複数の漢字が連なる熟語の中で使われる。立ち木の段階の樹木の名称と、そ

れが木材になったときの名称は同じである。どちらを意味しているかは、その場の状況から判断す

る。植物学的な名称は、植物学や園芸学などの専門性が高い分野でのみで使われ、慣れない人にはわ

75　ここにある3カ国語の名称は、巻末の付表1に示した。
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第 2章　日本の伝統的な木工芸

本書の目的は、日本のさまざまな樹木の種類と、日本の伝統工芸におけるその利用法を理解するこ

とにある。そのためには、伝統的な日本の木工業界で現役の工芸家に聞き取り調査をおこなうのが最

善の方法であると考えた。

調査では、おもに伝統的な工芸品についての聞き取りをおこなった。伝統的な技法は、1854年に

鎖国が解かれるより前から伝わるものだからである 132。今日まで残っているこうした工芸品には、海

外の影響や新しい技術がほとんど見られない。

日本では、現在でも膨大な数の伝統的工芸品が全国各地で作られている。ここ一世紀のあいだに、

封建国家から世界でも有数の工業国にまで急速な経済発展を遂げたにもかかわらず、伝統工芸の技術

は今も継承されている。しかし、現在のように西洋化が進んだ市場経済の社会で、これらの技術も少

しずつ衰退、消滅していく危機に瀕している。これを受けて日本政府は、日本の伝統工芸産業を保

護、振興させるための法整備を進めることにした。古くから伝わる日本の伝統技術は保護すべき貴重

な財産だということが認識されるようになった結果である。

早くも1950年には、「日本文化財」を保護する法案が可決され、1974年 3月 25日には「伝統的工芸

品の振興に関する法律」が施行された。これは、「このような伝統的工芸品の産業の振興を図り、も

って国民の生活に豊かさと潤いを与えるとともに、地域経済の発展に寄与し、国民経済の健全な発展

に資すること」133を主なねらいとしている。どの工芸品を「伝統的工芸品」として選定するかは経済産

業省134に一任されている。ある工芸品が伝統的な作品と見なされるためには、一定の基準を満たさな

ければならないと明記された。法に定められた基準は、以下の通りである 135。

a. 日常生活で使われるもの

工芸品は、日常生活で使われているものと公式に定義される。広い意味では、祭りなどの特別

な行事で使われるものも含まれる。年に数回しか使われない場合や、まったく使われない場合で

も、行事は日本の生活習慣とみなされる。娯楽や余暇に使われるものも、この法律では「日常生

活の用に供されるもの」としている。たとえば、昔の衣装を着た人形や、日本の歴史上の人物を

かたどったものは、装飾品であるにもかかわらず、ここに含まれる。しかしおもしろいことに、

132　アメリカ政府からの圧力と、M・C・ペリー提督（1794‒1858年）が率いる船団の攻撃を受けるかもしれないと
いう危惧から、徳川幕府は1854年に、200年の鎖国を解いて西欧との交易を認める開国を余儀なくされた。開
国と同時に日本はさまざまな西欧文化に触れることになる。そのあとに続く「文明開化」の時期は、急速な西欧
化の時期と重なる。この近代化の過程で、西欧の生活習慣が伝統的な日本の生活習慣に取って代わり、伝統的
な手工芸品や日用品が大きな影響を受けた。多くの工芸品は製造量が減少し、まったく消滅したものもある。

133　Japan Traditional Craft Center（全国伝統的工芸品センター）編　年不詳 p. 5。
134　2001年に改組された。それ以前は通商産業省。
135　伝統的工芸品産業振興協会・全国伝統的工芸品センター編 2000, pp. 6‒7を参照。
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第 3章　木工関係者が使う木材名

本章では、日本の木工関係者が使用する木材の呼び方を調べ、材の用途にもとづいて名称を整理し

てみたい。木材の名称は、どのような用途でそれが使われるかを念頭に置いてつけられる。製品を作

るときの技法や製品の見栄えにちなんでつけられていることもあれば、原材の産地（地場物か外材か）

を表わすこともある。何か象徴的な意味合いがこめられている場合もある。

日本の木材の名称を整理するには、調査で聞き取った材の呼び名を見ていくと同時に、似通った木

材に共通する用語にも着目する必要がある。本章は次の3節に分けられている。

日本の木材名• 

樹木名と木材名• 

工芸家による木材の区別• 

3.1.　日本の木材名

第1章1.1.3.で述べたように、日本の木材名は樹木名と同じである場合が多い。たとえば「ヒノキ」

は、立木も材も ヒノキと呼ばれる。これは西洋でも同じで、ナラの一種は英語で「オーク」、フラン

ス語で「シェン」、ドイツ語で「アイヒェ」と呼ばれ、その場の状況で立木か材かが決まる。しかし、

日本の伝統工芸に携わる工芸家が材の名前を口にするときには、樹木名ではなく、材の呼び名を指し

ていることを忘れてはいけない。

木材業界の標準的な呼び名のほかにも、工芸家が求める木の特徴を表す呼び名もある。こうした呼

び名は、地方特有のもの、樹齢、特殊な生育環境、特別な製材方法や材の処理法によって現われる特

徴、あるいはこれらの条件がいくつか組み合わさったものにつけられる。そのような特殊な木材の名

前は、標準的な呼び名と、特徴的な性質や特性を表わす言葉をつなげる形になっている場合が多い。

ヨーロッパでも、そうした木材名がある。たとえばヨーロッパ・オーク（Quercus petraea）は硬くて重

い材で、薄黄色から濃い茶色まで色合いに幅がある。これを割ったり、柾目取りすると、表面には

美しい線状の模様の「銀杢」が現われる。この独特の模様がある材は「ウェインスコット・オーク」と

呼ばれ、フランスでは「シェン・メラ」として知られる。一方、「ブラウン・オーク」という呼び名は、

木に寄生するカンゾウタケ（Fistulina hepatica）というキノコによる材の色彩の変化にちなむ。寄生さ

れると心材の色が濃くなり、多くは赤みをおびた茶色になる。ブラウン・オークは、木製家具として

人気があり、特に19世紀には評価が高かった 160。また、泥炭湿地に浸っていたオーク材は「ボグ・オ

ーク」と呼ばれる。鉄分が浸みこんで材の色がきわめて濃くなるため、象
ぞう

嵌
がん

や装飾に重宝された 161。

160　Edwards 2000, pp. 148‒149。
161　Edwards 2000, p. 25。
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第 4章　伝統木工芸の技術

木工製品を完成させるまでには、原木の選定にはじまる一連の工程を経なければならない。どの工

程にも卓越した木工技術が要求され、これらの技術が結集した結果として製品の質が決まる。そうし

た工程の作業がどれほど決まりきったものであっても、工芸家は研鑽を怠らず、自己評価は厳しい。

長年の実績のすえに生まれた慣習と言える。

本章では、木工品の製造で最も重要な、 原木の選定、木材の 乾燥、 木取りという3つの工程を見て

いく。

木を選定するときには、製作するものに合った樹種を選ぶだけでなく、その原木の質も評価する。

また、木をうまく乾燥させるには時間がかかるが、これは木工品の製作には欠かせない工程とな

る。乾燥によって、加工性も、製品の耐久性も変わってくる。

そして工芸家自身が最も難しい工程として挙げたのが木取りだった。製品の特性や質を決める極め

て重要な工程である。

木工品の表面を保護したり、見栄えを良くしたりするための仕上げという工程も、製品の出来上が

りを左右する。仕上げについては第6章で述べる。第6章では木の持ち味と、木の美しさを引き出す

技法について詳述する。

4.1.　木の選定

木工芸では、製品に合った木を選定することで製品の耐久性が上がり、製品の個性が決まる。どの

木工分野でも、使用する木材の種類は変化に富み、木の種類によって、物性、採算性、持ち味、象徴

性といった特性が製品に見合ったものになる。

物性の基準となるのは、用途に応じた木材の特性や質である。重要な特性としては、弾性、耐久

性、割裂性、曲げやすさ、重さ、水分含量が挙げられる 196。

採算性の基準としては、木材の生産地、生産量、品質、価格が挙げられる。日常品には、ふつうは

地元産の木材を使う。しかし、茶等具のような凝った木工品には、輸入材や、国産の稀少材が使われ

る。木材は生産地によって以下のように分類される。

地元の山林で生産された木材• 

地元ではないが、日本国内の他の地域で生産された木材• 

日本と植生が似ている周辺諸国で生産された木材（たとえば中国や韓国）• 

遠方の国から輸入された木材• 

196　Corkhill 1979, p. 577参照。
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第 5章　伝統木工芸の文化的側面

素材として使う木の選定や製品の製作には、技法や木の持ち味だけでなく、文化的な要素も関係し

てくる。日本の伝統木工芸で使われる木の樹種は日本原産のものが多い。言うまでもないが、現代の

工芸家は外国産の木も手に入れることができ、稀少な国産の材の代替として使われる場合もある。し

かし、日本の工芸家が国産の木を好む場合が多いのはなぜなのだろうか。これは一考の価値がある。

社寺の仏像を彫る工芸家である仏師も、 宮大工も、木の選定の際に宗教的な側面を考慮する。木材

に関係するさまざまな儀式、でき上がった製品、製作工程にも宗教性が影響している。

仏像彫刻以外でも、 正倉院の宝物の木工芸品や、よく知られた歴史的人物や出来事からも、工芸家

は製作の着想を得る。そうすると製作物には何か象徴的な意味が込められることになり、作品を鑑賞

する人にもそれがわかり、製作品に何か意味合いがあることが尊ばれる。

本章では、木の選定と製作工程に大きな影響をおよぼす3つの文化的側面について見ていく。

国産材指向• 

木の霊的な側面• 

木が有する象徴性• 

5.1.　国産材指向

ほとんどの日本の木工芸家は外国産よりも日本産の木を高く評価する。この傾向は、日本の木材の

特性の評価が高いためであるという視点から考えなければならない。技術的あるいは美術的に質が高

いものが求められる木工分野では特にその傾向が強い。

聞き取り調査をした工芸家は、仏師の江里康慧以外は、みな確かに国産材のほうを好む。しかし、

その理由は人によって違っていた。一般的な傾向として答えた工芸家もいたし、具体例を挙げて説明

した工芸家もいた。国産材は物理特性が優れているためのこともあれば、持ち味が良いためであるこ

ともあった。

大工の廣瀬隆幸は、国産材を好む理由を簡潔に説明している。材が「緻密」で、割れることはまず

ないということだった。

5.1.1.　 早材と 晩材

彫刻の矢野嘉寿麿は、早材と晩材の硬さの違いや、国産材は歪みが少ないことを挙げて、詳述して

いる。

日本の材は 夏目（ 早材）と 冬目（ 晩材）の硬さの違いが少ないです。キリにしてもマツにしても外国
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第 6章　伝統的木工芸の美的側面

日本の木工芸品の何より素晴らしいことの一つは、手間を惜しまずに 木目の美しさを引き出してい

る点にあるだろう。木目が色合いや手触りとうまく調和するような細かい配慮もされている。

色合い、手触り、木目を引き立たせる方法は、木によっていろいろある。まずは樹種を選ぶことで

木材の表面の特性が決まる。製材方法、 木取りという切断の工程、 仕上げの方法によっても表面の特

性が変わってくる。おもしろいのは木の表面に塗装をしない場合があるという点で、木肌をそのまま

にした「 白木」と呼ばれる状態が自然な美しさとして尊ばれる。工芸品の枠組みや形は、どちらかと

いうと単純なものが多く、形の特異さを前面に出さないことで木目の美しさが引き立つ。

日本人の木材の捉え方を理解するためには、美しさについての根本的な考え方を知る必要がある。

何がこうした考え方を支えているのか、何か決まりごとや原則があるのか、そもそも何を美しいと呼

ぶのかを本章で考えていく。

自然の産物である木材は、加工する前のものですら、日本では美しいとみなされている。工芸家

は、加工して表面の美しさを高めたものと同じように、加工していない材の自然の美しさも大切にす

る。

聞き取り調査では、木材の美しさを個人的にどのように感じているか、どのような理由でそう感じ

るのかを、材の全体的な特性について考えたときと、木目や杢といった見栄えを考えたときに分けて

話してもらった。また、製作するときに材の美しさを引き出すためにどのような手法を用いているか

についても尋ねた。

ほとんどの工芸家は、この質問自体に驚き、すぐに意見を述べる工芸家がいた一方で、考える時間

を必要とする工芸家もいた。興味深かったのは、木材について感じていることを人になぞらえて「温

もりがある」とか「生き生きしている」と説明したことだった。京都指物組合の綾部之は、即座に木

を人間にたとえた。春の芽生えは、若者の生命感を連想させるという。

木材に対する強い思い入れは、木材は敬意を払うものであり、木材に対して責任があるという考え

方に基づくものであることがわかった。滋賀県蛭谷の木地師でもあり、以前は杣夫をしていた小椋正

美は、自分が使う材を伐採するときには、木に対して申し訳ないという気持ちと敬意の気持ちがある

と語っている。この姿勢は、木材を無駄にすることを恐れる綾部の気持ちや、つまらない作品を作っ

てしまって材を「死なせ」ないかを危惧する矢野嘉寿麿の気持ちとも相通じるものがある。

聞き取り調査をしたほとんどの工芸家は、木材に対して深い敬意と愛着を感じていて、木材は生き

ているとみなしている。そして、製品を通して木材がもともと持っている木の 味を出したいと語る。

木材には、色合い、手触り、木目、その他さまざまな物性や強度といった特性が織りなす「個性」が

あると工芸家の眼には写る。材のそれぞれの特性を知った上で、その「味」を作品で表現するのが自

分たちの役割だと考えているのだ。

木材の美しさを論ずるには、2つの面を考慮する必要がある。1つ目は、木工製品の鑑定家や工芸
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付　　録

付表1：　日本の木材、樹木、植物（名称、大きさ、生育地）

付表2：　本書で取り上げた樹木および植物の学術的名称

付表3：　物理特性と加工特性

付表4：　木材と木工芸　用語一覧

注　　釈

最初の表では、本書で触れた日本の木材名、樹木名、植物名を片仮名でアイウエオ順に列挙した。

左端の欄の和名のうち標準和名は太字で記した。

2番目の欄以降は、左から、漢字 1、学名（命名者名も含む）、英語、フランス語、ドイツ語の通称、

立木の高さを示す。一番右端の欄には、分布するおもな生育地を挙げた。

日本語の別名および学名は、『日本の野生植物・木本』2を参照した。『牧野新日本植物図鑑』3も比較

参照するのに役立ったが、前者の方が、学術性が高いと感じた。

英語、フランス語、ドイツ語の名称は、以下の文献から引用した。参照した文献を探せるように、外

国語の樹木名については、参照した文献の著者の頭文字を表中に記した。

英語、フランス語、ドイツ語、日本語の樹木名 4

BÄRNER （1962）　B• 

BOERHAVE BEEKMAN （1964）　BB• 

ZANDER et al. （2000）　Z• 

QUATTROCCHI （2000）　Qu• 

上原 （1961）　U• 

VAUCHER （1986）　V• 

英語の樹木名

MABBERLEY （2008）　M• 

WANG （1996）　W• 

1　日本の研究者は日本の樹木名や植物名を表記するのにカタカナのみを使う。
2　佐竹ら 1989。
3　牧野 1989。
4　Boerhave Beekman、Zander、Vaucherは日本語名を挙げていない。
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181付表 2　本書で取り上げた樹木と植物の学術的名称

付表 2　本書で取り上げた樹木と植物の学術的名称

学　　名 科　　名 和　　名 漢　　字
Abies fi rma Sieb. et Zucc. マツ科 モミ 樅
Abies sachalinensis (Fr. Schmidt) Masters マツ科 トドマツ 椴松
Abies veitchii Lindl. マツ科 シラビソ

シラベ
白檜曽

Acer mono Maxim. カエデ科 イタヤカエデ 板屋楓
Acer palmatum Thunb. ex Murray カエデ科 モミジ 紅葉
Aesculus turbinata Blume トチノキ科 トチノキ 栃、橡
Alnus fi rma Sieb. et Zucc. カバノキ科 ヤシャブシ 夜叉五倍子
Alnus japonica Steudel カバノキ科 ハンノキ 榛の木
Aphananthe aspera (Thunb.) Planch. ニレ科 ムクノキ 椋
Aquilaria agallocha Roxb.,  Aquilaria spp. ジンチョウゲ科 ジンコウ 沈香
Areca catechu L. ヤシ科 ビンロウジュ 檳榔樹
Betula grossa Sieb. et Zucc. カバノキ科 ミズメ 水芽 
Betula maximowicziana Regel カバノキ科 ウダイカンバ 鵜松明樺
Betula platiphylla Sukatchev var. japonica (Miq.) Hara カバノキ科 シラカンバ

シラカバ
白樺

Buxus sp. ツゲ科 ツゲ 黄楊
Camellia japonica L. ツバキ科 ツバキ 椿
Cassia siamea Lam. (Senna siamea Lam.) ジャケツイバラ科 タガヤサン 鉄刀木
Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科 クリ 栗
Castanopsis cuspidata (Thunb. ex Murray) Schottky ブナ科 ツブラジイ 円椎
Castanopsis Spach ブナ科 シイ 椎
Cephalotaxus harringtonia (Knight) K. Koch イヌガヤ科 イヌガヤ 犬榧
Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ科 カツラ 桂
Chamaecyparis obtusa Endlicher ヒノキ科 ヒノキ

ビシュウヒノキ
檜

Chamaecyparis obtusa S. et Z. var. formosana Hayata ヒノキ科 タイワンヒノキ
タイヒ

台湾檜

Chamaecyparis pisifera Endlicher ヒノキ科 サワラ 椹
Cinnamomum camphora (L.) Presl. クスノキ科 クスノキ 樟（楠）
Cleyera japonica Thunb. ツバキ科 サカキ 榊
Cryptomeria japonica D. Don スギ科（現在はヒノキ

科）
スギ 杉

Cryptomeria japonica var. radicans Nakai スギ科（現在はヒノキ
科）

アシュウスギ 芦生杉

Dalbergia cochinchinensis Pierre マメ科 シタン 紫檀
Dalbergia latifolia Roxb. ex DC. マメ科 シタン 紫檀
Diospyros ebenum J. Koenig,   Diospyros spp. カキノキ科 コクタン 黒檀
Diospyros kaki L. f. カキノキ科 カキノキ

クロガキ
シマガキ

柿の木

Dryobalanops aromatica Gaertn. f. フタバガキ科 ビンナン ビンナン
Equisetum hyemale L. トクサ科 トクサ 木賊
Fagus crenata Blume ブナ科 ブナ 橅
Fraxinus lanuginosa Koidz
Fraxinus sieboldiana Blume var. serrata Nakai

モクセイ科 アラゲアオダモ
アオダモ

アラゲアオダモ

Fraxinus mandshurica Rupr. var. japonica Maxim. モクセイ科 ヤチダモ
タモ

谷地 、

Fraxinus platypoda Oliv. モクセイ科 シオジ 塩地
Gardenia spp. アカネ科 クチナシ属.

タイツゲ
シャムツゲ

梔子属 spp.
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収
縮

率
（

湿
度

が
1％

下
が

っ
た

時
）

耐
久

性
割

裂
性

人
工

乾
燥

の
難

易
備

　
　

考

t i
n 

%
r 
in
 %

軟
材（

針
葉

樹
）：

ア
カ

マ
ツ

Pi
nu

s 
de

ns
ifl 

or
a

0.
42
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索　　引

あ　　行
会津桐  71
青森ヒバ  90; 図 45; 地図11
アカガシ  7; 表 5
アカマツ  17, 22, 65, 72; 表 5
赤身  23, 30; 図 3, 4
秋田スギ  69, 70; 図 69; 地図10
アク  96
味  125, 138, 141, 142
芦生スギ  69
アスナロ  20, 34, 46, 56, 62, 76; 表 5
圧縮あて材  104
あて材  104
油  142
アブラスギ  72, 87
編物  37
あめ色  96, 128
綾杉  78
アラカシ  7; 表 5
粗削り  43
粗取り  54; 図 43
粗彫り  48

井桁  96
石灰（いしばい）  147
板目（いため）  27, 71, 100, 126, 131; 図 5, 図 102
板目面  図 4
イタヤカエデ  表 5
イチイ  46, 50, 86; 図 6; 表 5
一位一刀彫  88; 表 7
イチョウ  86; 表 5
イヌマキ  7, 46, 91

臼（うす）  9
鶉杢（うずらもく）  28
内刳  48, 98
浮造り（うづくり）  142, 147; 図 126
ウメ  46; 図 15
埋れ木  77, 78, 87; 表 12
漆（うるし）  44, 52, 108, 142, 144‒146
ウルシ  136, 144; 表 5

エゾマツ  表 5

江戸指物  87
延喜式  116

老松  72
大鋸（おおが）  99
大割（おおわり）  56, 103; 図 47
斧（おの）  54
お祓い（おはらい）  115, 116

か　　行
外材  108
外樹皮  22
カキノキ  46, 72, 87, 91, 92, 134, 136; 図 116, 117; 表 5
学名  15
カシ  7, 29, 132
春日スギ  71; 図 74; 地図10
硬い木  79
かちかち  108
闊葉樹  75; 表 11
カツラ  21, 46, 50, 56, 77, 79, 80, 88, 128; 表 5
桂離宮  120; 図 11, 94, 95
割裂性  34
カバ  表 5
樺皮（かばかわ）  60
樺皮刺縫（かばかわしほう）  60
神木（かむき）  77
カヤ  7, 11, 50, 88, 128, 150; 図 103‒105; 表 13
茅葺き（かやぶき）  64; 図 66
唐木  74, 78‒80, 86, 87, 108, 109, 144, 145; 表 12
カラマツ  29, 76
唐物（からもの）  150
唐渡り（からわたり）  148
カリン  42, 46, 74, 78, 88, 131, 137, 150
乾燥  42, 47, 48, 54, 58, 60, 85, 92‒98, 105; 図 42
鉋（かんな）  7, 43, 44
鉋屑（かんなくず）  94
漢方薬屋  42

木裏（きうら）  100, 128; 図 103
生漆（きうるし）  144
木表（きおもて）  100, 101, 128
起工式  114
木地仕上げ  55, 143
木地屋  110
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訳者あとがき

私が日本の木工製品に多少なりとも興味を持つようになってから30年以上経ちます。木曽へ行っ

た時はヒノキの箸、箱根へ行った時は寄木細工の硯箱、結婚した時はサクラ材の食卓を購入し、今で

も大切に使っています。ですが、木工製品がどのような樹種の木材で作られるのか、なぜその樹種で

作られるのかといったことは考えたこともありませんでした。

メヒティル・メルツさんに初めて会ったのは、2010年に宮崎県綾町で開かれた照葉樹林研究フォ

ーラムの時でした。私は綾の森の保全活動（綾の照葉樹林保護・復元プロジェクト）に関わるようにな

り、毎年5月に、照葉樹林と関係のある仕事をしている人たちに集まってもらって情報交換会を開い

ていました。その年は京都大学の湯本貴和先生も企画に加わってくださり、中国やブータンから研究

者を招いて国際照葉樹林サミットが開催されることになっていたので、研究フォーラムは国際会議の

あとの地元の人たちとの交流も兼ねた小さな集まりを計画しました。ところが、開催数日前に牛の口

蹄疫が発生して、宮崎県が非常事態宣言を出したので、国際照葉樹林サミットは急遽延期になってし

まいました。海外から招待した人たちはすでに来日していたので、研究フォーラムだけを目立たない

ように開催して講演してもらうことになりました。大きな会議がなくなったのに、メヒティルさんは

湯本先生と一緒に宮崎へ足を運んでくれて、研究フォーラムに参加してくれたのでした。紹介しても

らって少し話をしたのは覚えています。カタカナで名前を書いた名刺ももらいました。しかし私はス

タッフとして立ち働いていたので、その時はゆっくり木材や木工芸品の話をする余裕がありませんで

した。

その後2013年の12月にメヒティルさんからメールをもらいました。2011年に日本の木材と伝統的

な木工芸品についての英語の本を出版し、その日本語版を作りたいので翻訳できないだろうかという

打診でした。あとで聞いた話では、樹木か木材に多少詳しい翻訳者を紹介してもらえないかとメヒテ

ィルさんが湯本先生に相談したら、宮崎で会った私の名前をあげてくれたようです。それまで私は自

然科学系の翻訳しかしてこなかったので、木工芸の訳語を探せるかどうかが心配だと返信したとこ

ろ、日本語の用語はそのままローマ字で記入してあるので、とにかく一度、本を見てほしいとおっし

ゃいます。海青社の宮内久さんが、すぐに本を送ってくれました。パラパラと見たところ、たしかに

ローマ字の日本語が散りばめられています。巻末には日本語の用語集もあります。しかし、何より私

の目を引いたのは、木工芸品の写真の数々でした。慣れない分野の翻訳は少し気が引けたのですが、

内容を読んでみたいという思いが勝ってしまい、わからないところはメヒティルさんに尋ねようと腹

をくくって引き受けることにしました。

内容を把握するためと、どのような日本語文体にするかを決めるために、いちど通しで読んでみま

した。まず気づいたのは、参考文献の本文の引用が多いということでした。フランス語とドイツ語の

文献を英語に訳してある箇所と、英語の文献をそのまま引用してある箇所は自分で訳すことにしまし

た。しかし日本語の文章を英語に訳して引用してあるところは、やはり元の日本語文献の文章がほし

いと思いました。見たい本を一覧にしてメヒティルさんに連絡すると、所蔵している本はすぐに郵送

してくれて、図書館の本は、来日したときに必要箇所のコピーを取って送ってくれました。自分でも
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